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ミ ケ ー レ ・デ ・ル ッ キ

日伊 ジ ョイ ン ト・デ ザ イ ン・フ ォー ラム レポ ー ト

柴 田 潤 齟・冨 田 喜 一 郎

講 演 会 企 画 の ア プ ロ ー チ

インテリアデザインを通じ,現 在進行形のもの造りの本質を探究しながら,次 代に向

かって何が準備出来るのだろうかと言った事が,日 頃我々インテリア研究室の議論の焦点

である。

デザインとは何か,イ ンテリアとは何か,を 常に問い直す事が重要であり,そ の問い直

し自体が一つの答えではないかと考え,デ ザイン教育の現場に反映させようと努力してい

る。

その問い直しをデザイン現場で実践した人々がいる。 ミラノを中心に輪を広げたメン

フィスグループがそれである。メンフィスグループは国際的運動体とし位置付けられ現在

も幅広い活躍をしている。

彼等の活動がポストモダンの概念と実践を形成したと言って過言ではない。

メンフィスと過去のデザインムーブメントとの大きな違いは,地 域的,協 会的,徒 弟制

的,企 業的,あ らゆる既成的運動体ではなく,国 際的で自由で楽しいグループに育った事

である。

この大きな発想の違いが,造 形面に色彩面に表現されてくるのは当然であり,流 通,情

報活動にも大きな影響を持たらしたと言える。

昨年(1985)京 都国立近代美術館の"現 代デザインの展望一ポストモダンの地平から一

展"は 大変興味深 くエキサイティングなイベントだった。学生達に取っても,何 かが感じ

られた,貴 重な時間であった。彼等のレポートからそれが伺えた。

1986年度のカリキュラムを作成するに当たり,我 々研究室は何か新しい切り口を探して

いた。良い人材を確保する事が大事だった。そんな時期に冨田喜一郎氏を講師に迎えた。
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冨 田氏 はイ タ リアで5年 仕 事 を した後今 に至 る3年 間京都 で スタジ オ を開設 し興 味あ る

建 築 を設計 して いた 。冨 田氏 が イ タ リアの デザ イナ ーの講演 会 を催 して 若い人 達 に活気 を

与 え たい と言 い だ し,我 々 もそ れに賛 同 し是 非や って み よう と言 う事 にな った。

そ んな折,雑 誌"F.P"(学 研)が ミケ ー レ ・デ ・ル ッキ に基 調講 演 を依 頼 し"ザ ・デ

ザ イ ンビジ ネス サ クセ スへ の扉"と い うセ ミナ ー を企 画 していた。

"第3世 代 の旗 手 ミケ ー レ ・デ ・ル ッキ"と 言 う派手 なキ ャッチ フー ズで登場 して来 た

彼 の作 品は,イ カル ス(ポ ス トモ ダン展 出品)で 知 ってはい たが其 の他 の作品 につ いて は

余 り知 らなか った。

後 に知 る事 にな るの だが,彼 の作 品 は ドムス,カ サ ボ ーグ,etc.で よ く見 て いた のだが,

そ の 時点 で は名 前 とは結 び付 か なか った。 雑 誌"F.P"の 記 事 と彼 の 写真 を見て 良 い イ

メー ジだった の で,メ ンフ ィス に至 る経過 か ら現在 そ して未来 につ いて語 って もらえば,

興味 深 い講 演会 にな るだ ろう と確信 した。

京 都へ来 訪 の折 の講演 を冨 田氏 よ りF.Pを 通 じ ミケ ー レ氏 に依 頼 した。

タ イ トル も"イ タリア ン ・デザ イ ン ・ス ピ リッ ト"と 冨 田氏 の発案 で決定 し5月31日 に

開催 す る事 が4月18日 に決定 され た。そ れか ら講演 内容,プ ロ グラム,印 刷,会 場,シ ナ

リオ作 成,協 賛,後 援,住 所録,宛 名書 き,看 板,道 路誘 導,学 生作 品デ ィス プ レイ,駐

車 場,ビ デオ撮 影,ETC.

一 般公 開講演 会 を始 めて催す の で,大 きい事 も,小 さい事 も気 に なる事 ばか りだ った。

以 上 が今 回 の 日伊 ジ ョイ ン ト ・デザ イ ン ・フォー ラ ム,イ タ リア ン ・デザ イ ン ・ス ピ

リ ッ トの アプ ロ ーチ で あ る。

モ ダ ニ ズ ム か ら ポ ス ト モ ダ ン に つ い て

モ ダニ ズム は,新 しいメ カニ ック,新 しい素材,新 しい技 術,そ れ らか ら生 まれ る新 し

い考 えで生 活 に潤 い を持 たすべ く前 進 して 来 た。 そ の事 自体 は現 在の繁 栄 につ なが る重 要

な要素 であ った 。が 同時 に地球 上 に多 くの ア ンバ ランスが 出現 し始め る原 因 ともな った。

民族,宗 教,政 治,経 済,そ れ ら諸 問題 が情報技 術 の変化 によ り過去 の世界 よ り正確 で

ス ピーデ ィに伝 達 され る様 に なった 。

そ の為 にア ンバ ラ ンスを生み だ しなが ら も,そ れ ら を是正 してい く作 用 をモ ダニズ ムは

充 分 に備 え て始 めて いた。 モ ダニズ ムは完全 主義 を目指 してい る様 だ った。モ ダニ ズ ムは

人間の 自由す ら美 しい箱 の中 に閉 じ込 め る事 で満足 しようと している様 に思 えた。

自由は存在 す る もので ある とい う概念(既 成概 念)が 定着 しは じめた為,モ ダニ ズ ムに

は 自由 を解放 してい く力が 欠如 し始 めた。新 た に自由 を獲得 す るべ く行動 しよ うとす る概
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念が 必要 とされ る時 代 が来 た。

デザ イ ンの動 向 もデ ンマ ーク,フ ィンラ ン ド,ス エ ー デ ン等,北 の時代 か らイ タ リア,

スペ イン,フ ラ ンス等,南 の 時代へ と移行 して来 た。

以 上の要 素が ポ ス トモ ダンの概念 を構築 す るエ ネ ルギ ー とな った。

1960年 代,1970年 代,1980年 代 と10年 区切 りに以上 の事柄 が あて は まった。

歴 史の流 れ のフ ォー メー シ ョンか ら予想 す ると1990年 代 は 日本,ア ジ ア,ア フ リカの時

代 とな るはずで あ る。 そ して1950年 か ら2000年 まで を総合 した イ ンター ナシ ョナル な時代

とな るで あろ う。

以 上が筆 者 の時の 流 れに対す る考 えで ある。 ポス トモ ダ ンを解 釈す るの に 日本 語で は脱

近代,次 近 代,変 近代,開 近代,古 近代,再 近代,複 近代,色 々言葉 があ ては ま る。 モ ダ

ン自体 も近 代,合 理,機 能,簡 易,便 利,色 々 のニ ュア ンス を もってい る。

こん な事 を考 え なが ら,"第3世 代 の旗 手 ミケ ー レの活動"を 日本 のク リエ ー ター に伝

えた い と考 え た。

講 演会 プロ グラム はFP企 画編 集 の池亀拓 夫氏 と建築 家の 冨 田喜一郎 氏が作 成 した。

1,鬼 才 ミケ ー レ ・デ ・ル ッキの世界(ス ライ ドシ ョー)

2.基 調講演:ヒ ューマ ンデザ イ ンの創 造 のため に ミケ ー レ ・デ ・ル ッキ

3.座 談会:80年 代 後半 の イ タリア ンデザ イ ンの展望

ゲス ト ミケ ー レ ・デ ・ル ッキ

冨 田喜一 郎 池 亀拓 夫

と決定 し,嵯 峨美 イ ンテ リア研究 室が全 面的 にサ ポー トす る事 にな った。

5月31日 開会挨 拶 講 師紹介 とプロ グラム どう りスム ーズ に進 行 した。

ス ライ ド&コ メ ン ト(鬼 才 ミケ ー レ ・デ ・ル ッキ)

ミケー レは彼 自身 とそ の周辺 の活 動 と現在 に至 る動 向 をス ラ イ ド160枚 で判 り易 く解説

して くれ た。(ス ライ ドを通 じ彼 の解 説で 進行,本 レポー トで は写真 が ない物 に関 して は

名 前 とオブ ジ ェ名 に留 め た。 オブジ ェ名 は説 明の ため筆者 が勝 手 に付 けた。特筆 すべ きコ

メ ン トは進行順 に単 文 で記 して お く。 ス ライ ド映写 した もの は☆印 を頭 に付 けた)

1968年 の ミラノ トリエ ンナー レの イベ ン トか ら彼 の活動 が始 まる。

ナ ポレオ ンの コスチ ュウムで ドムスの表 紙 を飾 ったのが 私の デ ビ ューであ る と ミケー レ

は誇 ら しく語 ったQ

ミケ ー レ:1968～'78年 の10年 間 は"建 築 にお ける ラ ジカル デザ イ ン"の 時期 だ った。 ラ

ジカ ルデザ イ ンとは実 際の プロ ジェ ク トでは な くプロ ジェ ク ト自体 の アイデ ィア を探 す事
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だ った。(この ラジ カルデザ イ ンに はあ らゆ るジ ャンルの ア ーチ ス トが参加 して いた様 だ。)

☆"芸 術 と平行 移動 す る建 築"

☆"一 つ の建築 的 オブ ジェ と呼ば れ る作 品 を一つ の丘 まで運ぶ 事"

☆"国 鉄 の線路 上 にお ける イベ ン ト"

☆"1メ ー タの高 さで いつ も住 まね ばな らない男"(NO.1)

☆"山 合い の一週 間の セ ミナ ー"(NO.2)

☆L人 の男 が4人 の友 人の 中で支 え られ てい る"(NO.3)(住 居 に必要 な全 て の要素 を

入 れ た)

No.1
し焔・一

No.3

ミケー レ:以 上 の 様 なテーマ で ミーテ ィングや オブジ ェ造 りやパ フ ォーマ ンス を して いた。

これ らの事 は人 々 に直 接判 って も らえ る行 為で はな か った。10年 間 プロ ジェ ク トをプロ

ジェ ク トしてい た と言 え る。

この10年 間の コ ンセプ トワ ークの 後1978年 に,ア レサ ン ドロ メンデ ィー二等 とアルキ

ミアを結 成 し人 々 に判 って も らえ る行為 へ転 換 して いっ た。"オ ブジ ェを通 して 人 と対話

して ゆ く"と 言 う新 しい概 念 を打 ち出 した。

例 えばb機 能 に と らわ れず 別の イ ンフ ォメイ シ ョンを持 った 照明'と か"リ デザ イ ン"

とか メ ンデ ィー二 は新 しい言 葉 を探 していた。 古い言 葉,普 通 の言 葉に新 しい価 値感 を与

え様 と してい た。

-82一



メ ンデ ィーこ との コラ ヴ ォレーシ ョン(共 同制作)に よる

☆ シレ レリカ(塔)を た どって ゆ くラ ンプ

☆ 針 山 を持 った ラ ンプ

☆ 関節手 鏡 を共有 す る ランプ

ア レサ ン ドロメ ンデ ィー二

☆ バ シー レ とい う椅 子(デ ザ イ ンはマ ル セ ルブ ロ イヤー)の 座 と背 と肘 に新 しい デ コ

レーシ ョ ンを付加 した椅子

トリ ックス アウ ズマ ン

☆ パ ルテ ノンの柱状 の引 き出 し

エ ッ トー レー ソ ッ トサ ス

☆ ゆ らゆ ら4本 脚 を支 える4個 の シ リンダー に も又支 え られる透 明の トップ を持 った 小

卓子

ミケ ー レ:1978～79年 にか け"グ ラ フ ィックにお ける新 しい言 葉"と い うコンセ プ トで家

電製 品 をデザ イン した。 そ れは技術 を感 じさせ ない で機能 す る事 は意 識 して シ ンボ リ ック

な オ ブ ジェ と して まとめ た。 これ らは特 に ピ ンク とブ ルー とイエ ローの色 の コ ン ビネー

シ ョンが 注 目 され た。

☆ 温風 機 ☆ ガ スラ イ ター ☆ ミキサ ー ☆蚊 取器 ☆ コ ー ヒー ミル ☆掃 除 機(NO .

4)☆ ドライア ー(NO.5)☆ ア イロ ン(NO.6)☆ 湯 沸 か し(NO .7)☆ 扇風

機(NO.8)☆ トース ター(NO.9)

No.7No.8No .9
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______
No.10No.11No.12

機能 を持 ち なが ら機 能 を感 じさせ ない デザ イ ンを追 求す る為 の

☆ オ ーデ ィオシ ステ ムの コ ンセ プ トドロー イ ング(NO.10NO.12)..

ミケー レ:建 築 家 は家 の中で 自分が 使 う全 ての物 をカ タロ グ(自 分 で造 る)化 して持 って

いる必要 が ある。

メ ンフ ィスは1978年 に設立 され現 在 も活動 してい る。 メンフ ィスの説 明 は難 しい。会 社

で も企 業で も建築 スタジ オで もない し,ス タイル を持 って いる ので もない。

メ ンフ ィスの動 き自体 にメ ンフ ィスが ある。 毎年新 しい仲間 が来て新 しい事 をや ってい

く国際 的 グル ープで あ る。

メ ンフ ィス グル ープの メ ンバーの 作 品をス ラ イ ドで紹介 す る。

ピー ター シ ャイヤー 形 に対 しての 自由 さを持 って いる。彼 はテ ィー ポ ッ トのデザ イ ン

で 有名 であ るが今 で はテ ィーポ ッ トに見え ない テ ィー ポ ッ トをデ ザ イン して いる。

☆ テ ィーポ ッ ト(NO.13)☆ ソフ ァー ☆ テー ブル

か わい いテー ブル

ア ン ドレア ブ ラ ンジ ィ

☆長 椅子 的 ソフ ァー 逆 円錐状 ソース ポ ッ ト

ジ ャ ンニテエ ィル ボ リュ ウム感 に対 して鋭 い感性 を持 って いる

☆2本 のパ イプ に よるラ ンプ

磯崎 新

☆ お ひな さ ま型 収納箱

ミケ ー レ:メ ンフ ィスをや って 良か った事 は多 くの人 か らこん な

No.13
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ムー ブメ ン トが 欲 しか った と言 って喜 ばれ た事 だ。

マ ルチ ネ ベテ ィン

☆ 半 円状 ラ ンプ ☆ モ ビール的 ラ ンプ ☆ 椅子

ナ タリエ パ リキエ 形 はシ ンプルでそ の色 と模様 にお も しろ さが あ る。

☆ ソフ ァ ☆ テー ブル ウエ ア ー(NO.14)

マ イケ ル グ レーブ ス メンフ ィスの メ ンバ ーで ア メリカの ポス トモ ダ ン建築 にお ける重

要 な唯一 の建築 家。 彼 に とっては メン フ ィス とポ ス トモ ダ ンは別々 の事 で あ り,ポ ス トモ

ダンは古 い ス タイルや古 い材料 を使 う行為 だ と解釈 して い る。

この様 にメ ンフ ィスはデザ インにお ける全 ての新 しい活動 を認

めて い る。

☆ベ ッ ド

ジ ョル ト サ ーデ ン 形 はシ ンプルで その色 と模 様 にお も しろ

さがあ る。

☆ 椅子 ☆ ワー ドロー ブ

倉俣 史朗

☆ 円形 テ ラゾ ウテー ブ ル

エ ッ トー レ ソ ッ トサ ス 全 ての技術 を どう使 うかが テーマ

☆ 斜め 線 を境 に2つ の イメー ジを共有す る本 棚(NO.15)

☆ 小物 を置 く為 の普通 で はないテ ーブ ル ☆ ム ラ ノ社 のベ ネ

チ ア ガラ ス によ る皿(NOユ6)☆ メ タルに よ るギザ ギザ

パ イプの果 物入 れ(NO .17)

☆ セ ラ ミ ックに よる ラ ンプ

No.14

No.15No .16No.17
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アル ト チ ビチ

☆デ ス ク

ミケー レ:メ ンフ ィスで は年 間50-60の 商 品 を発 表 してい る。 フ ァ ッシ ョンの様 に現代 的

で あ る。 今 まで約300個 の 商品 が作 りだ されその ほ とん どが ア メIJカ の 美術館 に 収蔵 さ れ

て い る。 それ らは次 の段 階で使 い たい。 メ ンフ ィスの商 品は全 て受注 で1品 制作 で値段 は

高 い。

ミケ ー レの最 近の 作品

☆ 大 きな模 様 の ラ ミネー ト板 ト ップの テーブ ル ☆3人 一諸 に吹か ない と制作 出来 ない

ガ ラスの花瓶

☆ ブ ルー と白の テー ブル(NO.18)☆ 円 と球 をモチ ー フ した椅子

ミケ ー レ ニメ ンフ ィスは メンフ ィスの為 に又 文化 の為 にだ けデザ イ ンを して いる訳 で はな

い.オ リベ 。テ ィー をク ライア ン トと したオ フ ィス システ ムの提案 と製 品の デザ イ ンを し

てい る。

☆ イカルス オ フ ィス オー トメ ーシ ョンと言 うアメ リカ生 まれの コ ンセプ トを どの様 に

.ヨ ー ロ ッパ ナ イ ズす る かが テ ーマ だ った。 配線 シ ステ ムをサ イ ドパ ネル(配 線 収 納

庫)に 内装 した。 イ カロスで メンフ ィスの実験 オフ ィスをデザ イン した(NO.19)

玄 関,応 接,会 議,休 息,ス タジオ,オ フ ィス,中 庭 的空 間 これ ら小 さい建築 をア ッ

セ ンブ リー した。

☆ デ ルフ ォス 基 本 システ ムは メ インデ ス クとサ イ ドデス ク と脚 のぐ リエ ーシ ョンか ら

構成 され てい る。サ ブ システ ム に何 種類 かの パー ツがあ り,そ れ等 の組 み合 わせ で 多

くの コンポ ーネ ン トが得 られる(NO.20NO.21)

コ ンセ プ トス ケ ッチ 色 々 な環 境 に セ ッ ト して ど ん な イ メー ジ に な る かINO.22

NO.23)
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ミケ ー レ:多 くの オブ ジェ をデザ イ ンしたがそ の中 には

照 明器 具 も多 い。 大理 石 の デザ イ ン も好 きで オ リベ ッ

テ ィーのデ ザ インに疲 れ た時 は大理石 の ア トリエ で気 分

転 換 を して い る。

☆灯 部の デ ィス クがチ ェ ンジ出来 る照明 ス タン ド ☆

ウ オー ル ブ ラ ケ ッ ト ☆ ア ッパ ー ラ イ トス タ ン ド

☆ 円 と球 をモチ ー フに したブ ラケ ッ トとペ ン ダン ト

☆ 竹 を支 柱 のモチ ーフ と した スタ ン ド

☆ アー ム をゴムで支 えるデ ス クス タン ド ☆象 の足 の

様 な脚 のテ ーブ ル

☆ 造 るの に20日 か か った 大 理 石 の 宝 石 箱(NO.24)

☆ 大理石 の花瓶

☆ 引 き出 しばか り作 ってい た木製パ ネ ルの会社 のた め

に脚 を円板 に したか わい いテ ーブル ☆ 脚の 移動 に

よ り変 化 す る ガ ラ ス トップ の テー ブ ル ☆ コ ン

ピュー ター ワー クの為 の椅子 ☆ ソフ ァー

☆ キ ッチ ンシステ ムの デザ イ ン(ミ ラノの近 くのベ ル

ガモ)

ポ ス トモ ダ ンの イ メ ー ジ トラ デ ィシ ョナ ル な イ

メー ジ

若 い人 の為の イ メー ジ

☆ フ ァ ッシ ョンメ ーカ ーの フ ィオロ ッジの64の 店 舗 に

対 して の ウイ ン ドウのシ ステ ムデ ィスプ レー ☆エ

アコ ンと照明 の コ ンポー ネ ン ト化

☆ バ カ ンスの ための 家(モ ー ビルハ ウ ス)ス イス の

山 小屋 の イメー ジ 丸太 の イメージ をブル ーのパ イ

プと しそのパ イ プの 中にエ ネ ルギ ー とイ ンフ ォメ ー

シ ョンを内装 一 ヶ月生 活可 能 家の外 に向か って

テ レビ,照 明 を設置,壁 に は暖炉 も設置

以 上160枚 の ス ライ ドが 冨 田氏 の通 訳で 語 られた 。工0

分 の休憩 の後 基調講 演へ と進 行 した。
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基調 講演:ヒ ューマ ンデザ インの創 造 のた めに 通 訳:

冨 田喜 一郎

MICHELEDELUCCHI基 調講演 訳

私 は ラデ ィカ ルデザ イ ンの提 案 を通 して,そ の時期,ラ

デ ィカ ルデザ イ ンの 目的が何 であ るか を どの様 に説 明す る

ことが 出来 るか を考 えてい ま した。そ れは デザ イナー とか

建築 家 の創造性 を刺激 す るこ とで した。 そ して又,一 般 の

人 々の創 造性 に つい て も同 じです 。何故 な らば,建 築 家 と

か デザ イナ ーが クリエー テ ィブであ る ことは当然 です が,

そ うで ない 一般 の人 々 も又 ク リエ ーテ ィブで ある こ とが 出

来 るか らで す。 そ れは商 品や空 間 そ して建 築物 をク リエ ーテ ィブ な方 法 で使 うこ とが出 来

るか らです 。

我 々はラデ ィカル デザ イ ンの色 々な行 為 を通 して この事 を提 案 して来 ま した。 その他 に

も,こ の時期,一 般 的に用 い られ る彫 刻の 道具 とか絵 を書 く為 の道 具 を一切 使 わない で行

な う,ア ー テ ィス トが存在 し,コ ンセ プチ ュアル アー トと呼 ばれて い ました。 これ は この

時 期 の世界 的 な現象 で もあ り,形 を表 現す るこ とを止 め,色 を使 うこ とを止 め,コ ンセ プ

トによ り表現 しよ うと して き ました。そ して伝 統的 な芸術 手法 を繰 り返 そ うとは決 して し

ませ んで した。

しか しなが らよ くある こ とです が,そ の10年 後,1978年 には,再 び総 てが 変 わ りま した 。

画 家 は再 び絵 を書 き始 め,彫 刻家 は彫刻 を作 り,建 築 家 は建 物 を創 り,デ ザ イナー は物 を

デ ザ イ ンす る こと を始 め ま した。

しか しなが らイ タ リアで の状 況 は,他 の国 とは少 し異 な りま した。 それ は,イ タ リアで

デザ イナ ー とは総 て建築 家 なのです 。そ して,一 人の学生 で さえデ ザ イ ンを志 ざす 人 は建

築 を専 攻す る ので す。 尚,そ の他 に も私 の様 に何 をや るか を決 して決 めない 人 もい ます。

私 は一般 的 にはデ ザ イナー と考 え られ,言 われて お りますが,私 自身 は,デ ザ イ ンをす る

こ とを選 択 した訳 で はあ りませ ん。 ただ これ まで の私 の人生 の 中で行 な った数多 くの 選択

の結 果 としてのみ デ ザイ ナーで あ ったので,決 してデ ザ イナー にな りた くて決意 して や っ

て い るので はあ りません。 多分 時代背 景 が私 にデザ イナ ー をや らせ てい るの だ と思 い ます。

建 築物 を通 して で はな く工 業 デザ イ ンを通 して何 かを コ ミニ ケー シ ョンす るこ との方 が 今

日におい て は簡 単 だか らです 。工業 デザ イ ンの方が よ り速 く,そ して商 品 は短 い時 間 に消

費 され,す ぐに古 くなって しまい ます。 です か ら,よ り速 くや らな けれ ば な りませ ん 。 イ

タ リア にお ける建 築物 の状 況 は日本 とは異 な ります。建 築物,例 え ばイ タ リアで 一戸 の住
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宅 を建 て ます と,そ れ は少 な くと も200年 ぐらいは使 われ ます 。で す か ら,建 築 と は とて

も流 れの ゆ っ くりと した行 為 です。

私 は よ り早 いこ と,そ して,よ り現代 的 なこ とを したか ったの です。 そ して イタ リアで

もう一 つ 日本 と異 な る点 と して,デ ザ イナ ーは企業 の中 には いな い ことで 自由な立場 で仕

事 をしてい る ことです 。総 てのデ ザ イナー は自分の ス タジオ を持 ち,異 なる企業 の為 にデ

ザ イ ンを して い ます 。 これ はイ タリアの企 業家達 はデ ザ イ ンと言 う ものが企 業の外 で生 ま

れ る ことを確信 して い るか らで す。 デザ イ ンと言 うものは
,少 しは企業 の 中で作 られ る こ

とが あ りますが,企 業 の外 で発展 させ られ るこ との方が 多い のです
。 これ は我 々 に取 って

仕 事 を して行 く上 に大 変 自由 を与 えて くれ る大切 な状 況 だ と思 い ます。 この状 況下 にい る

か らこそ私 は,メ ンフ ィスの仕事 をした り,オ リベ ッテ ィの仕 事 をす るこ とが 出来 るので

す 。

私 の実生 活 は、現 実の プ ロ としての仕事 と研究 とには っき り分 れて い ます
。そ して私 は

現 実 の プロ と しての仕 事 な『しに研 究 だけが存 在 出来 た り,又 そ の逆に,研 究 な しに現 実 の

仕 事 があ り得 る とも思 い ません。 そ れは研 究 と言 う もの が,何 らかの ヒ ン トを与 えて くれ,

それ は何 か を現実 化す る為 の引 き金 に もな りえ ます。 私 の職 業 に おけ る研 究 とは
,今 日で

は ラデ ィカ ルデザ イ ンを行 なって いた頃 の もの とそれ 程変 って はい ませ ん
。つ ま りそ れは

創造 性 を刺激 す るこ となのです が,ラ デ ィカ ルデザ イ ンをや っていた 時の様 に コ ンセ プ ト

を使 って 行な うので はな く,工 業製 品 を使 って行 な ってい ます 。 です か ら,メ ≧フ ィスの

作 品 とか今 ご らん に入 れ た作品 は,そ れぞれ 刺激的 な もので,何 らかの シ ョック を与 える

もの であ った と思 い ます。

私 は,今 日にお いて商 品 をデザ イ ンす る こ とは大変 重要 な行為 で ある と思い ます
。 そ し

て私 は企 業 と言 う ものの 存在 を信 じる一人 です 。我 々の作 って いた商 品 は御 覧い ただ いた

様 に冗談 の様 な ものが多 く,商 業性 に も乏 しい ものです が,私 自身 は,企 業 の存在 を確信

して お ります。 そ して又企 業 に取 って代 る ものが ない事 です。 今 日において は何 ご とにお

いて も代 用 品 を見 つ け るこ とは それ 程難 か しい事 で は ない ので す が
,企 業 と言 うもの に

取 って代 るこ との出来 る もの は見 当 りません。 そ して企業 が機 能す る為 には
,商 品 を生産

し,販 売 し,宣 伝 し,そ して供給 を続 けなけ れば な りませ ん
。 こ の様 な意 味で企 業 とは最

良 の コ ミニ ケー シ ョンの 為 のメデ ィアで あ り.又 最良 の コ ミニ ケ ーシ ョンの為 の道 具 で も

あ り得 ます。 そ して又現在 と言 う時代 もコ ミニ ケー シ ョンす る為 に とか よ りアバ ンギ ャル

ドな事 をす るのに企 業 を使 うのが適 して います。

過執 おいてアバンギ・ルドな行為とは・絵画とか周彡刻,そ して建築によ。て行なわれ

て来 ま した。 しか し今 日におい ては,そ れ は,よ りアバ ンギ ャル ドな アバ ンギ ャル ドを行
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なうことが出来るデザインの分野であります。今日,工 業デザインをすることは,よ り可

能性の高い未来を予測し,よ り進歩的な見解を持つことでもあります。これらの理由によ

り私は現在デザインをやっています。そしてよりアバンギャルドなデザインをしたく思っ

ています。

私は消費主義と言うものを信じています。そして,物 を消費すると言う行為は正しい行

為であると思います。

過去において,特 にヨーロッパにおいてですが,消 費主義を悪く言い,消 費主義とは悪

であり,消 費主義とは不幸な未来をもたらす,慎 まなければならない行為であると言われ

ていました。しかしながら現在多くの人々は,消 費主義は常に存在するだろうことと,消

費主義に取って代るものがないことを信じています。それは丁度企業に取って代るものが

ない様に消費主義に取って代ることの出来るものがないのです6で あるならば,こ の消費

主義と言うものを我々は利用しなければなりません。それは消費主義と言う行為に価値を

与えることでもあり,物 を消費することに価値を与え,又 人生に価値を与えることでもあ

ります。総てを消費してしまうこと,そ れは大変美しい事です。決して悪い行為ではあり

ません。しかし今日においても消費主義を阻止しようとする多くの企てがあります。例え

ばアメリカの宗教グループとか,イ ンドの宗教グループ,そ れにヒッピーもいました。彼

らは皆,消 費主義のない世界を夢見ていました。しかし彼れらの行為は失敗しました。そ

こで私はこの消費主義と言うものに価値を与えるとが出来れば何らかの突破口があるので

はと考えました。ここで消費主義に価値を与えると言うことは,工 業製品を通してコミニ

ケーションすることだと言えるでしょう。工業製品とはただ単にその機能によって,使 わ

れている物だけではないのです。それはコミニケーションする為にも使われているのです、

この概念を判っていただく例として,例 えば椅子ですが,椅 子は人が気持良く座わること

の出来る様に考えられ,又 その様に機能するものでなければなりません。総てのデザイ

ナーや建築家は,良 い椅子をデザインする為には気持良く座わっていれるものでなければ

ならないことを知っています。しかし椅子はただ座わる為だけにあるのではありません。

例えば今,私 の目の前には,こ の様に多くの人々が椅子に腰を掛けておられます。そして

その他にも多くの椅子があります。又これらの椅子は人の座わっていない時間の方が,座

わっている時間よりも遙かに長いのです。又この会場にはだれも座っていない椅子もあり

ます。これらの椅子は座わる為に存在 している椅子ではないのです。何かをコミニケー

ションする為に使われているのです。これで御判りいただけると思いますが,今 日のデザ

インにおけるテーマはこの商品の付加価値とか,メ ッセージと言ったものにいかに対応 し

ていくかであります。
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イ タリアで は,メ ンフ ィスが話題 に なった後,多 くの企業 が私 に商 品 のデザ イ ンを依 頼

して来 ますが,そ れ は一 般的 な機能 よ りも企業 イメ ージ と言 った点で機 能 す る商 品デ ザ イ

ンを求め て来 ます。 メ ンフ ィス は世 界中 で有名 にな りましたが,1ペ ー ジの広告 を した訳

で もあ りませ ん し,広 告 と言 う ものに一 円の 出費 も してお りませ ん。 しか しそ こに は,常

に商 品が あ りま した。 そ して商 品 は常 に広告 す るこ とに匹敵 す るだ けの コ ミニケ ー シ ョン

,的 な価 値 を持 ってい ま した。 この様 に して,企 業 は私 に,広 告 す る こ とに匹敵 す るだ けの

明解 な企業 イ メージ を持 った商 品の デザ イ ンを依頼 して 来 ます 。 これ は企業 に取 って,大

変 有 益 で興 味深 い蓄 財 の方 法 で もあ ります。 企業 は一 般 的 に商 品 を生 産す る こ とは良 く

知 ってお りますが,生 産 します のに研究 を し,完 成 しそ して広 告す る と言 うプロセ スで し

かあ りませ ん。私 の現在 の ゴー ルで あ り,目 標 は,機 能 する こ と,良 く売れ るこ と,そL

て市場 にお いて大 変話題 にな るこ とは当然で すが,よ り高次 元 な コ ミニ ケ ーシ ョンを持 っ

た商 品 を開発 す るこ とで す 。又 この事が きっ と未来 にお いて何 か をな し うる,デ ザ イ ンを

探 し得 るテ ーマで あ る と思 い ます 。それ は住 まいの 中の デザ イ ンで あ る と思い ます。 それ

は住 まいの イ ンテ リア と言 う もの が,世 界 中が そ うなのです が ,ま だ大変 伝統的 な もので

す。 そ して,現 在大 きな力で代 ろ うと してい ます。何 故 なら もっ といい イメー ジで変革 さ

れ て もいい と思 うか らで す。 そ して又 この ことはイ タ リアンデザ インが話題 を持 って いた

原 因で もあ ります。住 宅 の イ ンテ リアデザ イ ンは よ りアバ ンギ ャル ドな,コ ミニ ケー シ ョ

ンの道具 であ り得 ます。 それ は月面 に着陸 したロケ ッ トが,ア バ ンギ ャル ドな技術 の コ ミ

ニ ケー シ ョンであ った様 に,私 は小 さな住 まい の中の商 品 をデザ イ ン しなが らも
,例 えば

ホ ー クとか コ ップ とい った小 さな物 をデザ イ ンす る ことに よって も大 きな変化 を起 こす こ

とが 出来 る と思 い ます 。何 故 な ら,小 さな商 品 をデザ イ ンす る こ とを続 け るこ とに よって ,

個性 とか その人 の装 いな どに少 しずつ 変化 を与 えるこ とが出来 るか らで す。

この事 を最後 に説 明 して終 りに したい と思 うの です が,私 に取 って建 築家 とかデ ザ イ

ナ ーの仕事 と言 うもの は,こ うでな ければ いけ ない と考 え ます 。 それぞ れの デザ イナーそ

して建 築 家は,自 分 自身の 象形言 語 を,そ して 自分 自身 の象形 形態 を創造 す る為 に活動 し

なけ れば な らない ことです 。何故 な ら,言 葉 のない コ ミニケ ーシ ョンはあ りえない か らで

す 。

又,一 人々々 の建築家 が,ま った くオ リジナルで,個 性 的な言 語 を持つ ことが 大変重 要

であ る と思 い ます。そ れ は ものの 形 を通 して コ ミニ ケー シ ョンす る為 と比 較 をす る為 に大

変 重要 な のです。
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冨 田:そ れで は引 き続 き座談 会 に入 ります。 池亀 さん,雑

過 して,そ して ミケー レを迎 えた感 想 を聞かせ て下

さい。

池 亀:イ タリアで のラ ジカル デザ イ ンの持 つ文 化的側 面 と

現在 の オ リベ ッテ ィー社 に見 られ るオ フ ィスフ ァニ

チ ャーの様 なデザ インの実践 的側 面の両 方 を持 って

い る ミケ ー レはす ごいです。 今彼 は彼が デザ イン し

た メ ンフ ィスの ネ クタ イを して い ます が一 本の ネ ク

タイ も,家 具 も,O.A,の 様 な ビジ ネス の 世 界 も こ

だ わ りな くや って しまう し又 メ ンフ ィスのア クシ ョンは広 告費 を使 わず全世 界 に影

響 を与え ま した。そ の辺 りが今 の時代 に受 け たので はない か と思 って い ます 。

デザ イ ンビジ ネス と言 うの はデザ インの本質 的機 能 を もう一 度確認 しよ うと言 う

事 です。 デザ インが アー トで あ るとか カルチ ャー的 一部 と してギ ャラ リーで展 覧会

をす る様 な認 識 を され てい るので あ えてデザ イ ンの後 ろに ビジ ネス を付 け新 しい コ

ンセ プ トを打 ち 出 したつ も りです 。

去年 の創刊 の為 の イベ ン トで はル イジ コラー二 の イベ ン トを紀 の国屋 で しま した。

現 在F.Pは 日本 の企 業 の デ ザ イ ン につ い て特 集 して い ます。 日本 の 企業 で も ミ

ケ ー レの発 表 した扇風 機 とか蚊取 り器 と同 じ様 な アクシ ョンが企 業内 で も展 開 され

て います。

企 業 イ メー ジがC.1.戦 略 に とどま らず 一個 の商品 のデザ インその物 が問 われ る様

に なって 来て い ます 。

技 術の 時代 か ら商品 のア イデ ンテ ィテ ィーが問 われ る時が来 ま した。

そ こで ミケー レに聞 きた いので すが ス ライ ドにあ った蚊取器 とか扇風機 とか アイ

ロ ンの様 なお も しろ いデザ イ ン展 開 とオ リベ ッテ ィーの様 に技 術,経 済 その他 複 雑

な要素 を持 った仕 事が なぜ両 立 出来 るのか その秘 訣 を知 りたいで す。

ミケ ー レ:ソ ッ トサ ス もそ んな質 問 をよ く します 。そ れ に対 して 私は,貴 方 は夜 会服 も仕

事 着 も持 って いる だろ うと言 い ます。

プロ ジ ェク トす る前 に精 神 的刺戟 を課 して か らプロ ジェ ク トに入 って い きます。

普通,デ ザ イナ ーは オー ダーがあ って始 めて仕 事 とな ります。 だ か らジ ョー クの様

なデザ イ ンは出来 ないの です 。

私 はオ ーダー以 前 に精 神 的刺戟 が大事 で ある と考 え ます。 そ して将来 を見 る とい
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う行為が 大切 であ る と思い ます。

ビジュア ルな物 も今 ある ビジ ュアル は使 い ませ ん。

この様 な刺戟 をエ キサ イテ ィングな状況 で持 ち続 ける事 が大 事で す。

デザ イ ンは企 業 の中 か らは生 まれ ませ ん。 日々の生 活 の中 か ら生 まれ るのです 。

リア リテ ィー のな い虚構 か らは生 まれ ませ ん。

デ ザ イ ン はそ の時 代 の鏡 だ と思 い ます。道 具 は その 時代 を映 しだ し ます。 今 日

我 々1980年 代 の 元 には1950～60年 代 の道 具が 帰 って来 てい ます。 それ ぞれ の時代 に

それ ぞれの イ メー ジが デザ イ ンを通 して出 て来 ます 。今 日にお けるデザ インの命題

は現在 の イメー ジ をつ か む事 です 。デザ イ ンされ た物 はそ の時代 を反映 した行為 だ

とい えます。

池亀:冨 田 さんは イ タリア ンデザ イ ンとかポ ス トモ ダ ンにつ い て は どの様 に考 えてお られ

て い ます か。"

冨 田:ア ルキ ミアが 出て来 た1977--1980年 に丁度 イ タ リアで仕 事 を してい ま した。へ んて

こ りん な活 動 をや ってい るな あ と内容 を知 らず に思 ってい ま した。 メ ンデ ィー二氏

も以前 勤 めてい た ス タジオに よ く来 ま した。 知 らない うちにポ ス トモ ダ ンの渦 にま

き こまれて い ま した。

イ タリア にい た 時 はポ ス トモ ダ ンの重要 性 は それ程 感 じませ ん で した が 日本 に

帰 って 日本 の建築 界 はな ん と自分 を自己規 制 してい るの か と思 い ま した 。例 えば メ

ンデ ィー二氏 の ア ドバ イス に よ り ドムス の社屋 ビル の フ ァサ ー ドと後ろ を完全 に違

うイ メージ してみ よ う とい う提 案 なんか を しま したが,そ れ とは逆発 想 の近代建 築

の疑 問 を 日本 に戻 って感 じま した。 思考形態 に自由 を与 える とい う活動 の重 要 さ を

日本 に帰 って か ら気付 き ました。 ポス トモ ダ ンの活 動 は生 まれ るべ くして生 まれ た

活動 だ と思 い ます。

デザ イナー 自身が既 成概 念 を どう打 ち破 るかの重要 さ を 日々 のお も しろ さか ら見

つ けた と思 い ます 。作 る側 の楽 しさが ポス トモ ダンの 自由 さの 中にあ るの を発 見 し

たので す。

池 亀:自 由 さ とい った事 か ら個 性 の表現 につ なが るの です が,先 日 ミケ ー レの仕 事上 の

パ ー トナ ーで あ るマル チ ネベテ ィ ンと倉俣 氏 と ミケ ー レ とで将 来の オ フ ィス はど う

なるの だろ う とい うテ ーマ で議論 しました。マ ルチ ネは オ フィス こそ個性 の表現 の

場 だか らユニ フ ォーム なん かはな くな り裸 で仕事 をす る様 に なる とい う極論 でみ ん

な を煙 に巻 きま した。

そ こで ミケ ー レにワ ーキ ングスペ ースにつ いて話 して も らい たい ので すが 。
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ミケー レ:オ リベ ッテ ィーの デザ イ ンを通 し多 くの事 を学 び ま した。1981年 ア メ リカ,カ

ナ ダ,ヨ ー ロ ッパの オフ ィス を見 て 回 りま した。 将来 ど うあ るべ きか を考 え ま した。

O.A.が オ フ ィス イメ ージ を変 えて しまい ま した。 配線 とか 機械 が オ フ ィス をメ カ

ニ ックに しつ つあ りま した。仕 事 のスペ ースが小 さ くな って来 てい るのが現状 で す。

現 在 は イ ンテ リアデザ イ ンと して はお も しろ くない空 間で す。 しか し将 来 的に は オ

フ ィス空 間 は美的価 値 を持つ で しょう。 従業員 自体 が 自分 の空 間 をデザ イ ンす るか

も しれ ませ ん。仕事 場 こそ個性 の 表現 の場 にな るこ とを望 み ます。

デ ルフ ォス は形 も色 も個性 に対 応 出来 る様 に な って い ます。

オフ ィス は文化 の バ ロメー ターに もな りえ ると思い ます。

冨 田:ミ ケー レに とってデ ザ イ ンす る とい う事 は どうい った事 で しょうか

ミケ ー レ:デ ザ イ ンす るとい うこ とはすべ ての 国に よ って 意味が 違い ます。 イ タ リアで は

線 を引 くとか トレー スす る事 を意味 します。 プ ロジェ ク トす る と言 った方 が適確 で

しょう。

私 に とって プロ ジェク トす るとい う事 は将 来 の姿 をイ メージ して精神 的刺戟 をす

る事 であ り,今 まで の 自分 の世 界の把 握 を 自分 の好気心 を持 つて表 現す る事 で ある。

具体 的 に はプロ ダク ト,イ ンテ リア,グ ラ フ ィック,建 築,写 真,哲 学 等,す べ て

を含 みす べ て をや る事が 私の デザ イ ンで す。3月 にア メ リカで椅 子 につい て講演 を

しま したが5日 間 も椅子 どテー ブルの 会議で うん ざ り しました 。 アメ リカのデ ザ イ

ナー は一 つの ものに 関 して専 門的 です 。あ る人 はフ ォー クを一 生 デザ イ ンす るので

フ ォー クのデザ イ ンは大変 上手 です。 この ような タイプ をアメ リカ ンデ ザ イナ ー と

私 は言 ってい ます。 なん で もデザ イ ンす る タイプ をイ タリア ンデ ザ イナー と呼 んで

い ます。 とにか くテー ブルの会 議 には2度 と参加 す る気 はあ りませ ん。

冨 田:一 般 参加 者 の方で何 か質 問 はあ りませ んか。

参加 者(女 性):日 本 で も若 い人 の中 にメ ンフ ィスの様 な動 きはあ るで しょうか 。

ミケ ーレ:倉 俣 氏 の他 に も数 名 メ ンフ ィス には参加 して もらってい ます。

日本の デザ イ ンはハ イテ クな商品 のデザ イ ン群 と店舗 デザ イ ン と自動 車の デザ イ

ンと世界 に注 目されてい ます。 私が気 付 いた のはハ イテ ク商 品群 は形 も色 も多彩 に

して行 く方 向にあ るの に店舗 デザ イ ンはブテ ィクに見 られる様 に無彩色 で ス トイ ッ

クな空 間構成 の方 向 を感 じま した 。

多分 大 きな システ ムの違 いだ と思い ます。 ハ イテ ク群 は何か を加 え る方 に作 用 し,

店 舗 は何 か を取 り去 って行 く方 に作用 して い るそ の違 いだ と思 い ます。

これか らはポス トメ ンフ ィスの様 な動 きが 出て来て 欲 しい です 。
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.私 も多 くをやり過ぎたり知 り過ぎたりした為,既 成概念を取 り払う努力が大切に

なってきました。

参加者(男 性):午 前中桂離宮を見られたそうですが日本の古い物に対してどの様に感じ

ておられるのか聞かせて下さい。

ミケーレ:桂 は大変きれいでした。二3ヨ ークで桂離宮の本を買いました。桂を訪れる

のが夢でした。欧米の建築も桂の影響を受けています。

将来は今日の積み重ねによってやってきます。過去の累積が今日です。だから過

去を考える事が大事です。スタイルの伝統を使う必要はない。伝統の活力は続けて

いく所に意味があります。

今のブティックなんかは和風の感性から来ている様に思えます。テクニックが変

わってもイメージにそれを感じます。材料が変わってもそのデリケートさが反映し

ている様に日本人の大切な感性を常に使って欲しいです。その感性を決して押し入

れの奥に大切にしまいこんでしまわないで下さい。

アナウンス:あ りがとうございました。時間となりましたので本日の講演会はこれで終了

いたします。

この後閉会の挨拶で無事終了した。一般及び学内で約500人の参加があった。

ミケーレ氏はこの講演会の後大覚寺での茶会に出席された。

お わ りに

レポー トの始まりの部分でモダニズムに付いて少し触れたが今まではモダニズムの中で

こそポストモダンがハイライトを浴びられる時間だった様な気がする。(例えばピンクや

ブルーのポストモダンカラーが社会に存在して心地良い比率があるだろう)

ミケーレ氏の講演から感じた事は人と人のコミニュケーションの大事さと余裕ある時間

の使い方である。ポストモダンが夜会服を脱ぎすて仕事着に着がえる時にラジカルデザイ

ンやアルキミアの真価が問われるし発揮も出来ると思う。消費形態論としては彼等の方が

日本に寄って来ている。彼等と楽しく付き合う為に我々も余裕ある時間(教 育)を 作らな

くてはならない。

企業でも学校でも若い人の教育が大事である。教育内容は民主的で大胆な発想の切り換

えが必要である。教育と言う言葉自体適切でないかもしれない。

彼等がラジカルデザインと言う言葉を作った様に適切な概念言語を作らなくてはならな
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い。ポストモダンの行方も新しいムーブメントもどの様に展開するのか予想は出来ないが

我々が新しい服を着て出て行く番である。

この様な講演会が開け大成功に終わった事を大変喜んでいます。今後も新しい刺激を与え

新しい活力を生む企画をして行く事が我々の使命だと思います。

講演会に協力して頂いた,京 都市,NHK,学 研,参 加者に感謝しレポートを閉じます。
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